
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2025 年 4 月号（vol.133） 

◆「『日本でいちばん大切にしたい会社』大賞」を受賞！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１３３号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、この度、ヒグチ鋼管は第１５回「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞で

「審査委員会特別賞」を受賞することができました。 

今年１月発行のひぐちん通信第１３０号でこんなことを書かせていただきました。

「私たちは人を大切にする経営である『人本経営』を学び続け、かれこれ１０年が経

ちます。それに関連し、私たちは人を大切にする経営学会が主催の『日本でいちば

ん大切にしたい会社』大賞を、２０２８年に受賞することを目標にしているのですが、

実は昨年、予期せぬ形でエントリーすることになりました」と。 

親しくさせていただいている関西大学の水野名誉教授から｢今ちょうど募集中だ

から一回応募しなさい｣と背中を押され、予期せぬ形で急遽エントリー。書類による

一次審査を通り、二次審査として審査委員３名が会社に訪問して行われるヒアリン

グ調査（面接）を私と安田で対応し、３月上旬に結果が発表されることになっていま

した。そして、今回、おかげさまで「審査委員会特別賞」を受賞することができたわけ

ですが、この受賞理由については、人を大切にする経営学会事務局の方から次の

ように伺っております。 

１）人本経営を実践しており、社員待遇の見直しや福利厚生を充実化させている。

２）後継者の育成に力を入れており、重要な意思決定を社員に任せるなど、権限委

譲も推進されている。挨拶の徹底もされており、社内の雰囲気も良好である。 

私たちは、２０１５年に人を大切にする経営に出会い、その

方向へと舵を切り、ちょうど１０年が経過しました。石の上にも

３年ではなく、１０年。１０年頑張ったら結果が出るというわけ

ではありませんが、節目となる年に受賞できたことを、社員

共々喜んでおります。これからも引き続き、人を大切にする経

営を実践してまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、丸一鋼販(株)に入社。名古屋営業所で５年間お世話 

になった後、ヒグチ鋼管(株)入社。平成１３年７月に代表取締役就任。 

令和３年１２月に溝口工業(株)を、令和５年７月に(株)三洋精密工業を子会社に。 

趣味：仏道実践・ゴルフ・読書 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただきまして、どうもありがとうございます。先日、コ

インパーキングでこんな失敗がありました。精算するとロック板が下がるシステムの

場所。精算機のところで手持ちの現金がないことに気づき、車に現金を取りに行き

ました。そして、車に乗り込んだ瞬間、未精算であることをすっかり忘れ、エンジンを

かけ車を動かしてしまったのです。車の底が傷つくガリッ！という音でハッと我に返

り、精算をしに行きました。みなさんは、こんな失敗ありませんでしょうか汗？樋口 

①トラックを駐車した状態でリフトが通れなかった。
トラテープを貼ることでリフトが通れるスペースを確
保しました。ｂｙ藤井大樹・岩井克之 

③シャッターの段差にゴム製のスロープを設置するこ
とで、車輪が引っ掛かることなくスムーズに行き来でき
るようにしました。ｂｙ近藤圭馬 

④L=850 ㎜以下のパイプをチャックに固定する際に、
パイプが短くて上下に振れ、金型を痛める可能性が
あったので、下支えする治具を作りました。お陰でチャ
ック固定も楽になり、加工中の振れも抑制できました。
ｂｙ濱中聡志・グエンヴァンジャウ 

②工場敷地内に自転車やバイクの駐輪スペースが少
なく、エアコン室外機を二段にすることでそのスペース
を２～３台分確保しました。ｂｙ武知伸一・中川誠 

⑤納期に余裕がある注文と、取り寄せの納期回答待ちの
注文のトレーを増やして、探す手間なく業務ができるよう
にしました。ｂｙ真崎肇 


